　
岩出市物品等調達業務事務規程
　　平成２２年１０月１日

岩出市訓令第 １９ 号

（趣旨）

第１条　この訓令は、別に定めがあるものを除くほか、本市が執行する物品、業務委託、役務の提供等の調達業務（以下「物品等調達業務」という。）の事務処理に関し必要な事項を定めるものとする。
（競争入札に付する場合の公告又は通知）

第２条　一般競争入札又は指名競争入札（以下「競争入札」という。）に付する場合における公告又は通知には、当該競争入札についての欠格該当事項及び失格該当事項を特に明確にしておかなければならない。
　（仕様書の閲覧）
第３条　競争入札に付する場合及び随意契約によろうとする場合には、あらかじめ仕様書（設計図書及び図面を含む。以下同じ。）を、入札前又は見積前に入札に参加しようとする者又は見積りをしようとする者にこれを閲覧させなければならない。
　（入札書）

第４条　競争入札に付する場合の入札は、入札書（様式第１号）によるものとする。
　（見積書）

第５条　随意契約によろうとする場合の見積りは、見積書（様式第２号）によるものとする。
　（契約書等）

第６条　業務委託の請負契約を締結しようとするときは、業務委託契約書（様式第３号）に準じるものとする。ただし、契約の相手方が書式を定めており、かつ、それによることが適当である場合は、その書式によるものとする。
　（前払金の率について）

第７条　岩出市財務規則（平成１８年岩出市規則第３３号）に定める前払金の支払いができる場合における前払金の額は、物品等調達業務については当該契約金額の１００分の３０以内とする。

　（請負人が提出する書類の様式）
第８条　請負人は、当該業務の履行に当たっては、契約書等に定める書類を必要に応じて提出しなければならない。
　（仕様書の変更通知）

第９条　物品等調達業務を執行する課等の長（以下「課長等」という。）は、仕様書を変更する必要があると認めるときは、変更内容を請負人に通知しなければならない。
　（業務の一時中止の通知）

第１０条　課長等は、物品等調達業務の全部又は一部の実施を一時中止する必要があると認めるときは、中止内容を請負人に通知しなければならない。

　　　

附　則
　この訓令は、平成２２年１０月１日から施行する。
附　則

　この訓令は、平成２４年２月１日から施行する。
附　則

　この訓令は、平成３０年４月１日から施行する。
附　則
　この訓令は、令和２年４月１日から施行する。
　　附　則
　（施行期日）
１　この訓令は、令和３年９月１日から施行する。
　（経過措置）
２　この訓令の施行の際現にあるこの訓令による改正前の様式（次項において「旧様式」という。）により使用されている書類は、この訓令による改正後の様式によるものとみなす。
３　この訓令の施行の際現にある旧様式による用紙については、当分の間、これを取り繕って使用することができる。
様式第１号（第４条関係）
	入　　札　　書
十
億
千
百
十
万
千
百
十
円
入札金額
ただし、　　　　年度　　　　第　　　　号
岩出市　　　　　　　地内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入札金
上記のとおり別冊図面及び仕様書によって請負をしますから入札します。
年　　月　　日
住　　所
氏　　名
岩出市長　様



備考
１　金額の数字は、アラビア数字を使用すること。
２　金額を訂正したものは、無効とする。
３　消費税を除いた金額を記入するものとする。
様式第２号（第５条関係）
	見　　積　　書
十
億
千
百
十
万
千
百
十
円
見積金額
ただし、　　　　年度　　　　第　　　　号
岩出市　　　　　　　地内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見積金
上記のとおり別冊図面及び仕様書によって請負をしますから見積します。
年　　月　　日
住　　所
氏　　名
岩出市長　様



備考
１　金額の数字は、アラビア数字を使用すること。
２　金額を訂正したものは、無効とする。
３　消費税を除いた金額を記入するものとする。
